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2001 年 11 月に発行されました「32172/32173 グループユーザーズマニュアルRev. 1.2」に、内容の訂正がありました

のでお知らせいたします。 
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 ページ 箇所  内容 
 
（誤） 

 
何も配置されていません 
書き込み時の条件： 書き込み無効 
 

 
Rev. D 
で追加 

 
全章 

 
未配置 
ビットの
処理 

 
（正） 

 
何も配置されていません。”0”に固定してください。 
書き込み時の条件： 常に 0を書き込む 
 

 
Rev. E 
で追加 

 
4-5 

 
4.3 EITの
処理手順 

 
 
 

追加 

 
下線部分を追加。 
 
ハードウエア後処理では、バックアップレジスタ（BPCレジスタ、PSWレジスタのBPSW
フィールド）の内容を、PC, PSWレジスタへ戻します。なお、「RTE命令」実行後の
BPC、PSWレジスタのBPSWフィールドの値は不定です。 
 

 
Rev.B
で追加 

 
 
 

（誤） 

 
注意書きの内容（下線部分）を訂正。 
 

注意 

EIT ハンドラ（PSW レジスタの IE ビットが禁止状態）以外での、割り込みベクタレジス
タ（IVECT）の読み出しは行わないでください。また EIT ハンドラでは、割り込みマスク
レジスタ（IMASK）を読み出した後に IVECT レジスタを読み出してください。 

 
  

（正） 
 
注意 

EITハンドラ内でPSWレジスタのIEビットが禁止状態以外では、割り込みベクタレジスタ
（IVECT）の読み出しは行わないでください。またEITハンドラでは、割り込みマスクレ
ジスタ（IMASK）を読み出した後にIVECTレジスタを読み出してください。 

 
 
Rev. E 
で追加 

 
5-7 

 
 

 
注意書き 

 
 

 
追加 

 
・割り込みベクタレジスタ（IVECT）の読み出し後、割り込み許可（IE ビットへ
の"1"書き込み）する場合には、内蔵メモリ等へのダミーアクセス後に許可して
ください。 
（EIハンドラ処理例のICUベクタテーブルの読み出しは内蔵ROMへのアクセス
となりますので、ダミーアクセスを追加する必要はありません。） 

 
 
Rev.B
で追加 

 
 

 
（誤） 

 
注意書きの内容（下線部文）を訂正。 
 

注意 

EITハンドラ（PSWレジスタのIEビットが禁止状態）以外での、割り込みマスクレジスタ
（IMASK）への書き込みは行わないでください。 
 

  
（正） 

 
注意 

EITハンドラ内でPSWレジスタのIEビットが禁止状態以外では、割り込みマスクレジスタ
（IMASK）への書き込みは行わないでください。 
 

 
Rev. E 
で追加 

 
5-8 

 
 

 
注意書き 

 
 

 
追加 

 
・割り込み要求マスクレジスタ（IMASK）への書き込み後、割り込みを許可（IEビ
ットへの"1"書き込み）する場合には、以下の処理順で実行してください。 
（1）割り込み要求マスクレジスタ（IMASK）への書き込み 
（2）内蔵メモリ、SFR 等への 1回以上のダミーアクセス 
（3）1個以上の命令（注 1） 
（4）割り込みを許可（IE ビットへの“1”書き込み） 

 
注1． クロックサイクルを消費しない NOP(アセンブラがアライメント調整

のために自動挿入する NOP：命令コード H’F000)以外の命令。 
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 ページ 箇所  内容 
 
Rev. D 
で追加 

 

 

 
5-11 

 
ICU 

IREQビッ
トの注釈 

 
 
 
追加 

 
 

 
割り込み制御レジスタ IREQ（割り込み要求）ビットの注釈に以下を追記。 
 
注.  ・IREQビットをクリアしても、CPUコアへの割り込み要求(EI)は、クリアさ

れません。CPUコアへの割り込み要求(EI)は、次の動作によってのみクリア
されます。 
（１）リセット 
（２）IVECTレジスタの読み出し 
（３）IMASKレジスタへの書き込み 

 
 

 
Rev. D 
で追加 

 
5-12 

 
図 5.3.3, 
図 5.3.4 

 
差し替え 
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 ページ 箇所 内容 
 
Rev. E 
で追加 

 
5-20 

 
ページ 
差し替え 

 

5
割り込みコントローラ（ICU）

5.5.2　内蔵周辺I/Oの割り込みハンドラ処理

（1） 割り込みハンドラへの分岐

C P Uが割り込み要求を受け付けると、「4.3 EITの処理手順」に示すとおり、ハードウエア前処理を行っ
た後、EITベクタエントリへ分岐します。外部割り込み（EI）に割り当てられたEITベクタエントリは、
H'0000 0080番地で、ここには外部割り込み要求に対する割り込みハンドラプログラムの先頭への分岐命
令（分岐先アドレスではないことに注意）を書きます。

（2） 外部割り込み（EI）ハンドラ処理

外部割り込み（EI）ハンドラ（内蔵周辺I/Oからの割り込み）の動作例を図5.5.2に示します。

［1］ 各レジスタのスタックへの退避
B P C、P S W、および汎用レジスタをスタックに退避してください。また、必要に応じてアキュム
レータを退避してください。

［2］ 割り込みマスクレジスタ（IMASK）読み出しとスタック退避
割り込みマスクレジスタを読み出してスタックに退避します。

［3］ 割り込みベクタレジスタ（IVECT）読み出し
割り込みベクタレジスタを読み出します。割り込みベクタレジスタは、割り込み要求受付時に、受け
付けた割り込み要求要因のICUベクタテーブルのアドレス下位16ビットが格納されるレジスタです。
この割り込みベクタレジスタ読み出しにより、以下の処理がハードウエアで自動的に行われます。

• 受け付けた割り込み要求要因の割り込み優先レベル（ILEVEL）を、新しいIMASK値としてIMASKレ
ジスタにセット（受け付けた割り込み要求要因より低い割り込み優先レベルの割り込みをマスク）
• 受け付けた割り込み要求要因をクリア（レベルタイプの割り込み要求要因はクリアされません）
• CPUコアへの割り込み要求（EI）を解除
• ICU内部のシーケンサを起動し、内部処理（割り込み優先度判定）を開始

［4］ 割り込み要求マスクレジスタ（IMASK）の読み出しと上書き
割り込み要求マスクレジスタを読み出し、読み出した値で上書きします。この書き込みにより、以下
の処理がハードウエアで自動的に行われます。

• CPUコアへの割り込み要求（EI）を解除
• ICU内部のシーケンサを起動し、内部処理（割り込み優先度判定）を開始

［5］ ICUベクタテーブルの読み出し
受け付けた割り込み要求要因のICUベクタテーブルを読み出します。該当するICUベクタテーブル
のアドレスは、［3］で読み出した割り込みベクタレジスタの内容（受け付けた割り込み要求要因のICU

ベクタテーブルのアドレス下位16ビット）をゼロ拡張することで得られます。ICUベクタテーブルに
は該当割り込み要求要因の割り込みハンドラ先頭番地を記述しておきます。

［6］ 多重割り込みの許可
割り込みの処理中にさらに優先レベルの高い割り込みを許可（多重割り込みの許可）する場合には、

P S WのIEビットを"1"にセットします。

注．割り込み要求マスクレジスタ（IMASK）への書き込み後、割り込み許可（IEビットへの"1"書き
込み）する場合には、注意事項があります。詳細については、「5.2.2 割り込み要求マスクレ
ジスタ」を参照してください。

［7］ 各内蔵周辺I/Oの割り込みハンドラへの分岐
［5］で読み出した割り込みハンドラの先頭番地へ分岐します。

［8］ 各内蔵周辺I/Oの割り込みハンドラ処理

5.5　割り込み動作説明

5-20a
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 ページ 箇所 内容 
 
Rev. E 
で追加 

 
5-20 

 
ページ 
差し替え 

 

5
割り込みコントローラ（ICU）

［9］ 割り込みの禁止
P S WのIEビットを"0"にクリアして、割り込みを禁止します。

［10］ 割り込みマスクレジスタ（IMASK）の復帰
［2］で退避した割り込みマスクレジスタを復帰します。

［11］ スタックからの各レジスタの復帰
［1］で退避したレジスタを復帰します。

［12］ 外部割り込み処理の完了
RTE命令を実行し、外部割り込み処理を完了します。プログラムは現在処理中の割り込み要求が受
け付けられる前の状態に戻ります。

（3） 割り込み要求発生元の特定

各内蔵周辺I/Oで割り込み要求に複数の要因がある場合は、各内蔵周辺I/Oの割り込み要求ステータスレ
ジスタで、要因を特定してください。

（4） 多重割り込みの許可

割り込みハンドラ内で多重割り込みを許可する場合は、P S WのIE（割り込みイネーブル）ビットに"1"をセッ
トして、割り込み要求の受付を許可してください。ただし、IEに"1"を書き込む前に、必ず各レジスタ（BPC、
P S W、汎用レジスタおよびIMASK）をスタックに退避してください。

注．・多重割り込みの許可は、「図5.5.2 内蔵周辺I/Oからの割り込み動作例」に示すように、割り込み
ベクタレジスタ（IVECT）読み出し後、ICUベクタテーブルを読み出してから行ってください。

5.5　割り込み動作説明

5-20b
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 ページ 箇所 内容 
 
Rev. E 
で追加 

 
5-21 

 
ページ 
差し替え 

 

5
割り込みコントローラ（ICU）

図5.5.2　内蔵周辺I/Oからの割り込み動作例

1 EIT 4.3 EIT

2 IVECT IMASK

         EIT

3 6 9

4 IVECT IE "1"
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5.5　割り込み動作説明

5-21
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 ページ 箇所  内容 
 
 
 

 
（誤） 

 
「図6.7.9 擬似フラッシュエミュレーションモード移行シーケンス」を以
下のように訂正。 
 

 
 
 

 
Rev. E 
で追加 

 

 
6-45 

 
図6.7.9 

 
 

（正） 

 
 

 
 
 

 
Rev. E 
で追加 

 

 
6-52 

 
6-10 フラ
ッシュメモ
リ書き換え
時の注意事
項 

 
 
 
追加 

 
フラッシュメモリ書き換え時の注意事項に以下を追加。 
 
・JTAG経由で書き込み/消去時には、FP端子の制御をチップ内部で行いますので、
端子状態に関係なくフラッシュメモリの書き込み/消去が可能です。 

疑似フラッシュバンクレジスタ�
へRAM配置アドレスの設定�
LBANKAD←アドレスA12-A18
SBANKAD←アドレスA12-A19

RAMへのフラッシュデータ�
書き込み�

疑似フラッシュ�
エミュレーションの許可�

MODENL←1
MODENS←1

設定終了�

疑似フラッシュ�
エミュレーションモードに移行�

FEMMOD←1

設定開始�

疑似フラッシュバンクレジスタ�
へRAM配置アドレスの設定�
LBANKAD←アドレスA12-A18
SBANKAD←アドレスA12-A19

書き込み�

疑似フラッシュ�
エミュレーションの許可�

MODENL←1
MODENS←1

設定終了�

疑似フラッシュ�
エミュレーションモードに移行�

FEMMOD←1

設定開始�

RAMへのフラッシュデータ�
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 ページ 箇所  内容 
 
Rev. E 
で追加 

 

 
7-3 

 
表7.3.1 

 
 

 
追加 

 
「表7.3.1 リセット解除後の内部状態」に以下を追加。 
 
レジスタ リセット解除後の状態             
R0～R15 不定 

 
 
Rev. E 
で追加 

 
8-30 

 
ポート入力
機能許可レ
ジスタ 

 
 
 
追加 

 
ポート入力機能許可レジスタの説明に以下を追加。 
 
周辺入力機能を選択する場合の設定順序を以下に示します。 
 
１）端子レベル確定後にポート入力許可 
２）ポート動作モードによる機能選択 

 
Rev. E 
で追加 

 

 
8-39 

 
8.5 入出力
ポートの注
意事項 

 
 
 
追加 

 
入出力ポートの注意事項に以下を追加。 
 
・ポート入力禁止機能について 
リセット後は入力禁止になっているため、入力機能を使用するためには、ポー
ト入力機能許可ビットを"1"にして入力許可に設定する必要があります。 
ポート入力禁止時には、端子に"L"レベルが入力されているのと等価の状態にな
っています。そのため、入力禁止時にポート動作モードレジスタで周辺入力機
能を選択すると、"L"レベル入力により意図しない動作となる場合があります。 
 

 
Rev. E 
で追加 
 

 
9-33 

 
9.2.6 DMA
転送カウン
トレジスタ 

 
 
 
追加 

 
DMA転送カウントレジスタの説明に以下を追加。 
 
転送許可状態では、ハードウエア的にプロテクトされているためデータの書き

込みはできません。 
 
リングバッファモードではフリーランダウンカウントとなります。転送禁止に

なるまで継続します。また、アンダフローによる割り込みは発生しません。 
 

 
Rev. E 
で追加 
 

 
10-10 

 
プリスケー
ラレジスタ 

 
 
 
追加 

 
プリスケーラレジスタの説明に以下を追加。 
 
プリスケーラレジスタを動作中に読み出すと、カウント動作中の値ではなく書き
込んだ値を読み出します。 
 

 
Rev. E 
で追加 
 

 
10-44, 
10-53, 
10-62 

 
10.3.2 TMS
の動作概
要、10.4.2 
TMLの動作
概要、およ
び10.5.1 
TID概要 

 
追加 

 
＜カウントクロック分のディレイ＞ 
・タイマ動作はカウントクロックに同期しているため、イネーブルからタイマ
動作開始までにカウントクロック分のディレイを含みます。 

 
 

BCLK

 
 
図10.a.b カウントクロックのディレイ 
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 ページ 箇所  内容 
 
Rev. E 
で追加 

 

 
10-78 

 
TOM各モ
ードの概要 

 
追加 

 
＜カウントクロック分のディレイ＞ 
・タイマ動作はカウントクロックに同期しているため、イネーブルからタイマ
動作開始までにカウントク 
ロック分のディレイを含みます。イネーブル時に F/F出力が反転する動作モ
ードの場合は、F/F出力もカウントクロックに同期して反転します。 

 

BCLK

F/F 1

1 F/F  
 
図 10.6.2a カウントクロック分のディレイ 
 

 
Rev. E 
で追加 

 
10-113 

 
図10.6.15 

 
 
 
訂正 

 
「図10.6.15 PWM出力禁止機能の回路構成」を下記のように訂正。 
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PWMOFF1(WR)

RD

TMS0(cap2)

D7

P100(内部)

P101(内部)

P102(内部)

P103(内部)

P104(内部)

P105(内部)

P100/TO8

P101/TO9

P102/TO10

P103/TO11

P104/TO12

P105/TO13

P100(内部)
P101(内部)
P102(内部)
P103(内部)
P104(内部)
P105(内部)

P106(内部) P106/TO14

P107(内部) P107/TO15

P116(内部) P116/TO6

P117(内部) P117/TO7

D7

WR

D15

IRQ30

IRQ30

エッジ検出

レベル検出

エッジ検出

レベル検出

 

bamba
TIN16S2IRQ30
PWMOFF0TIN16S
SETCLRF/F
PWMOFF0
TMS0(cap3)
WRD15IRQ30
エッジ検出レベル検出

bamba
TIN16S2IRQ30
PWMOFF0TIN16S
SETCLRF/F
PWMOFF0
TMS0(cap3)
WRD15IRQ30
エッジ検出レベル検出
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 ページ 箇所  内容 
 
 
 
 
追加 

 
（1）外部端子（TIN16、TIN17）から入力された信号による PWM出力禁
止の説明に以下を追加。 
 
TIN 入力処理制御レジスタ 4 (TINCR4)の TIN16”PWMOFF0”選択ビット 
(TIN16S2) 、TIN17”PWMOFF1”選択ビット (TIN17S2)で、立ち上がりエッジ、立
ち下がりエッジ、両エッジを選択した場合 
外部端子（TIN16/PWMOFF0、TIN17/PWMOFF1）でのエッジ検出時に PWM 出力が禁
止となります。この時、PWM 出力禁止レジスタ n（PWMOFFn）の PWMOFFnS ビット
が”1”にセットされます。 
PWM 出力許可状態への復帰は、PWM 出力禁止レジスタ n（PWMOFFn）の PWMOFFnS ビ
ットの”0”クリアによって行います。 
 
TIN 入力処理制御レジスタ 4 (TINCR4)の TIN16”PWMOFF0”選択ビット 
(TIN16S2) 、TIN17”PWMOFF1”選択ビット (TIN17S2)で、Lレベル、Hレベルを選
択した場合 
外部端子（TIN16/PWMOFF0、TIN17/PWMOFF1）への PWM 出力禁止レベル入力期間
中、PWM 出力が禁止となります。この時、PWM 出力禁止レジスタ n（PWMOFFn）の
PWMOFFnS ビットが”1”にセットされます。 
PWM 出力許可状態への復帰は、外部端子（TIN16/PWMOFF0、TIN17/PWMOFF1）への
PWM 出力禁止レベル入力解除によって行われます。この時、PWM 出力禁止レジスタ
n（PWMOFFn）の PWMOFFnS ビットからは、最後に書き込みを行った設定値が読み出
されます。 
 
注．外部端子（TIN16/PWMOFF0、TIN17/PWMOFF1）への PWM 出力禁止レベル入力時
に、PWM 出力禁止レジスタ n（PWMOFFn）の PWMOFFnS ビットへの書き込みを行
った場合、書き込んだ値はレジスタに格納されます。ただし、読み出しを行
った場合は、”1”が読み出されます。その後、外部端子への PWM 出力禁止レ
ベル入力が解除されると PWMOFFnS ビット設定内容の読み出しが可能となり、
その設定値に従い PWM 出力が制御されます。 

 

 
Rev. E 
で追加 

 

 
10-114 

 
TOM出力
禁止機能 

 
 

 
 
 
 
追加 

 
（2）ポートＰ100～Ｐ105 および P110 から P115 の端子レベルによる
PWM出力禁止の説明に以下を追加。 
 
ポート P100/TO8～P105/TO13、P110/TO0～P115/TO5 からの PWM 出力禁止レベル検
出後、PWM 出力が禁止となります。PWM 出力禁止時、PWM 出力禁止レジスタ n
（PWMOFFn）の PWMOFFnS ビットが”1”にセットされます。 
PWM 出力許可状態への復帰は、ポート P100/TO8～P105/TO13、P110/TO0～P115/TO5
からの PWM 出力禁止レベル解除後、PWM 出力禁止レジスタ n（PWMOFFn）の PWMOFFnS
ビットの”0”クリアによって行います。 
 
注．ポート P100/TO8～P105/TO13、P110/TO0～P115/TO5 からの PWM 出力禁止レベ
ル出力時に、PWM 出力禁止レジスタ n（PWMOFFn）の PWMOFFnS ビットへの書き込み
を行った場合、そのときの書き込み動作は無効となります。 
 

 
Rev. E 
で追加 

 

 
10-115 

 
TOM出力
禁止機能 

 
 
 
 
追加 

 
（3）ポート出力禁止レジスタ(PWMOFF0, PWMOFF1)によるPWM出力
の説明に以下を追加。 

 
PWM出力許可状態への復帰は、上記に記載した設定手順②の段階でPWM出力禁止レ
ジスタn（PWMOFFn）のPWMOFFnSビットを”0”クリアすることにより行います。 
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 ページ 箇所  内容 
 
Rev. D 
で追加 

 

 
 
 
 

（誤） 

 
制約事項解除による最大ボーレートの訂正。 
 
 
ボーレート 

CSIOモード  152ビット/秒～   2Mビット/秒  ( f(BCLK = 20MHz 動作時) ) 
UARTモード  19ビット/秒～156Kビット/秒  ( f(BCLK = 20MHz 動作時) ) 

 
 

 
12-3 

 
表12.1.1 

 
（正） 

 
ボーレート 

CSIOモード  152ビット/秒～  2Mビット/秒  ( f(BCLK = 20MHz 動作時) ) 
UARTモード  19ビット/秒～1.25Mビット/秒  ( f(BCLK = 20MHz 動作時) )

 
 

 
UART使用時の BRG(ボーレート)レジスタの設定値、制約事項の解除。 

 
 

UARTモードの時には BRGが 7以上となるように設定してください。 
 
 
ボーレートジェネレータカウントソースとして 1 分周値( f(BCLK)そのもの ) 
を選択した場合、ボーレートレジスタには 7以上の値を設定してください。 

 
 

BRGカウントソース (CDVI) で f(BCLK) を選択した場合、ボーレートレジス
タ設定値は 7以上という制限があります。 

 

 
 
 
 
（誤） 

 
クロックデバイダ分周比１を選択した場合、ボーレートレジスタ設定値は 7以
上という制限があります。 

 
 
 
 

 

 
BRG クロックソース選択ビットで f(BCLK)を選択した場合は、BRG レジスタ
には 7以上の値を設定してください。 

 

 
Rev. D 
で追加 

 
12-30, 
12-48, 
12-52, 
12-59, 
12-66 

 
 
 
 
 
 
 

 
UART使
用時 BRG
設定値 
制約事項 
（解除） 

 
（正） 

 
＜削除＞ 
 
 



 13-24 表13.2.1

ページ 箇所 内容

表13.2.1中のボーレート＝500kbps時のサンプリングポイントを訂正。
（      で囲んだ箇所を訂正）

表13.2.1　CPUクロック：40MHz時のビットタイミング設定例

ボーレート BRP設定値 Tq周期(ns) 1ビットのTq数 PROP+PH1 PH2 サンプリングポイント

1M bps 3 100 10 7 2 80%

3 100 10 6 3 70%

3 100 10 5 4 60%

4 125 8 5 2 75%

4 125 8 4 3 63%

500k bps 4 125 16 13 2 80%

4 125 16 12 3 70%

4 125 16 11 4 60%

7 200 10 7 2 75%

7 200 10 6 3 63%

7 200 10 5 4 63%

9 250 8 5 2 63%

9 250 8 4 3 63%

（誤）

（正） 表13.2.1　CPUクロック：40MHz時のビットタイミング設定例

ボーレート BRP設定値 Tq周期(ns) 1ビットのTq数 PROP+PH1 PH2 サンプリングポイント

1M bps 3 100 10 7 2 80%

3 100 10 6 3 70%

3 100 10 5 4 60%

4 125 8 5 2 75%

4 125 8 4 3 63%

500k bps 4 125 16 13 2 88%

4 125 16 12 3 81%

4 125 16 11 4 75%

7 200 10 7 2 80%

7 200 10 6 3 70%

7 200 10 5 4 60%

9 250 8 5 2 75%

9 250 8 4 3 63%

Rev. A
で追加

RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-32R-068A/JA                                                  発行日：2004 年 04 月 16 日
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 ページ 箇所  内容 
 
Rev. E 
で追加 

 

 
13-14 

 
CANコント
ロールレジ
スタ（CANｘ

CNT）の
FRSTビット 

 
 
 
追加 

 
（4）FRSTビットの注意書きに以下を追加。 
 
注 4．FRST ビットを”1”にセットし、プロトコル制御部がリセット状態になると、

CAN タイムスタンプカウントレジスタと CAN 送受信エラーカウントは”0”
に初期化されます。 

 
 
Rev. E 
で追加 
 

 
13-48 

 
CANメッセ
ージコント
ロールレジ
スタ

（CxMSLxC
NT）のTRFIN
ビット 

 
 
 
追加 

 
（8）TRFINビットの注意書きに以下を追加。 
 
13.� リモートフレーム送受信時は、TRFINビットはハードウエアにより自動
的にクリア動作が行われます。TRFINビットを送受信完了フラグとして使用で
きません。 
 

 
Rev. E 
で追加 
 

 
13-80 

 

 
13.3 CANプ
ロトコル 

 
 
 
追加 

 
CANプロトコルの説明に以下を追加。 
 
図13.3.2a CAN送受信時のデータフォーマット 

図13.3.2aに、CANで使用可能な送受信転送データフォーマット例を示します。 
送受信はCANメッセージスロット（C0MSLnSID0～C0MSLnDT7, C1MSLnSID0～
C1MSLnDT7）のMSB側から順に行われます。 
 
 

b0 b1 b2 b3 b4

MSB

 
 
図13.3.2a CAN送受信転送データフォーマット例 

SID1 SID2 SID3SOF SID0

MSB

CAN
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 ページ 箇所 内容 
 
Rev. E 
で追加 

 
13-108 

 
CANモジ
ュールの
注意事項 

 

13
CANモジュール

13.9　CANモジュールの注意事項

13.9　CANモジュールの注意事項

• リモートフレーム送受信キャンセルについて

リモートフレーム送信アボート、リモートフレーム受信キャンセルを行う際には、C A Nメッセージスロッ
トコントロールレジスタにH'00またはH'0Fを書き込んだ後、R A（リモートアクティブ）ビットが"0"にクリア
されたことを確認してください。

（1）リモートフレーム送信アボート時

図13.9.1  リモートフレーム送信アボート時の処理フロー

（2）リモートフレーム受信キャンセル時

CAN

H'00 H'0F

1

CAN

RA

"0"

1 H'00, H'0F

No

Yes

CAN

H'00 H'0F

1

CAN

No

Yes

RA

"0"

1 H'00, H'0F

図13.9.2  リモートフレーム受信キャンセル時の処理フロー

13-108a
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 ページ 箇所  内容 
 
Rev. E 
で追加 
 

 
17-26 

 
図17.4.5 

 
 
 
訂正 

                       
A0がWR信号につながっていたのを、BHE信号につなげるように訂正。 
 

 
 

図17.4.5 32172外部拡張メモリ接続例（BUSMOD＝”1”で8/16ビット混在メモリ使用時）

256KB

1MB

CL 50pF 2ns

4 WAIT

H'0000 0000

H'0040 0000

H'0020 0000

H'0004 0000

H'0010 0000

1M-CS0

2M-CS1

SRAM

8

A18

A1

D7

D0

 RD

 CS

max1MB

A18

A0

D15

D0

BHE

 CS

 WR D0-D15

 RD D0-D15

max1MB

M32172F2

A12

A30

D0

D15

 RD

CS0

CS1

BHE

WR

WAIT

QS32X2245

D7

D8

A   B

 OE

BLEBLE

 A0 8

QS32X2245 IDT Company

A   B

1 4

H'000F FFFF

1MB

16

H'0030 0000

WR
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 ページ 箇所  内容 
 
以下の項目において、下線部を訂正。 
 
 
＜記号＞IOH(peak)   
＜項目＞”H” 尖頭出力電流P0～P11,P14～P22（注3） 
 
 
＜記号＞IOH(avg)   
＜項目＞”H” 平均出力電流P0～P11,P14～P22（注4） 
 
 
＜記号＞IOL(peak)   
＜項目＞”L” 尖頭出力電流P0～P11,P14～P22（注3） 
 

 
 
 
 

（誤） 
 

 
＜記号＞IOL(avg)   
＜項目＞”L” 平均出力電流P0～P11,P14～P22（注4） 
 

 
Rev. D 
で追加 
 

 
23-3, 
23-4 

 
推奨動作
条件 

 
（正） 

 
→ P0～P22 
 
 

 
Rev. D 
で追加 

 

 
 
 
 

（誤） 

 
以下の規格値、注釈の訂正。 
 
 
注 3. RESET端子以外はダブルファンクションとなっています。 
 

 

 
23-5, 
23-7 

 

 
DC特性 
注釈 

 

 
（正） 

 
注 3. JTMS,JTRST,JTDI,RESET,FP,MOD0,1端子以外はダブルファンクションとな
っています。 
 
 

 
Rev. D 
で追加 
 

 
23-8 

 
RAM保持
電源電流
のグラフ 

 

 
差し替え 

 
標準サンプルのRAM保持電源電流（参考値）のグラフを以下のものと差し替え。 
 

 
 

0.1

1

10

100

1000

1 2 3 4VDD［V］

ID
D
［
μ

A
］ Ta=25¡ C

Ta=85¡ C

Ta=125¡ C

3.61.5

標準サンプルのRAM保持電源電流（参考値）
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 ページ 箇所  内容 
 
 
 
 
 
 

（誤） 

 
以下の定格値の下線部を訂正。 
 
 
＜記号、項目＞ VDD、RAM電源電圧 
 
＜最小＞ 3.0              ＜最大＞ 3.6 
 

 
（正） 

 
＜最小＞ 3.0≦VCCI－0.3  ＜最大＞ VCCI＋0.3≦3.6 
 
 

 
 
 

（誤） 

 
＜記号、項目＞ FVCC、 フラッシュ電源電圧 
 
＜最小＞ 3.0              ＜最大＞ 3.6 
 

 
（正） 

 
＜最小＞ 3.0≦VCCI－0.3  ＜最大＞ VCCI＋0.3≦3.6 
 
 

 
 
 

（誤） 

 
＜記号、項目＞ AVCC、 アナログ電源電圧 
 
＜最小＞ 3.0              ＜最大＞ 3.6 
 

 
（正） 

 
＜最小＞ 3.0≦VCCE－0.3  ＜最大＞ VCCE＋0.3≦3.6 
 
 

 
 
 

（誤） 

 
＜記号、項目＞ OSC-VCC、 PLL電源電圧 
 
＜最小＞ 3.0              ＜最大＞ 3.6 
 

 
（正） 

 
＜最小＞ 3.0≦VCCI－0.3  ＜最大＞ VCCI＋0.3≦3.6 
 
 

 
 

（誤） 

 
＜記号、項目＞ VREF、 アナログ基準電圧 
 
＜最小＞ 3.0              ＜最大＞ 3.6 
 

 
Rev. D 
で追加 
 

 
23-13, 
23-14 

 
推奨動作
条件 

 
（正） 

 
＜最小＞ 3.0≦VCCE－0.3  ＜最大＞ VCCE＋0.3≦3.6 
 
 



RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-32R-068A/JA 発行日：2004年 04月 16日  

Page 18 of 28 

 

 ページ 箇所  内容 
 
 
 
 

（誤） 

 
以下の定格値の下線部を訂正。 
 
 
＜記号＞ VT+－VT-  
 
＜項目＞ヒステリシス 

ADTRG、RTDCLK、RTDRXD、SCLKI0,1,4,5、RXD0,1,2,3,4,5、TCLK3-0、
JTMS、JTRST、JTDI、TIN0-33、RESET、FP、MOD0,1 

 
 

（正） 
 
＜項目＞ヒステリシス 

RTDCLK、RTDRXD、SCLKI0,1,4,5、RXD0～7、TIN0～11、TIN0A,B、
TIN1A,B、RESET、FP、MOD0,1、JTMS、JTRST、JTDI 

 
 
 
 
 

（誤） 

 
以下の注釈を訂正。 
 
 
注 3. RESET端子以外はダブルファンクションとなっています。 
 

 
Rev. D 
で追加 
 

 
23-15, 
23-17 

 
DC特性 

 
（正） 

 
注3. JTMS,JTRST,JTDI,RESET,FP,MOD0,1端子以外はダブルファンクションとな
っています。 
 
 

 
Rev. D 
で追加 

 
23-21, 
23-28 
 

 
AC特性 

 

 
追加 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

（誤） 

 
以下の記号を訂正。 
 
＜記号＞ 
tv(RTDCLKL-RTDACK)  ・・・86 
 

 
（正） 

 
tv(RTDCLKH-RTDACK) 
 
 

 
 

（誤） 

 
＜記号＞ 
tv(RTDRXD-RTDCLKL)  ・・・89 
 

 
Rev. D 
で追加 
 

 
23-23 

 
AC特性 

RTDタイ
ミング 

 
（正） 

 
tsu(RTDRXD-RTDCLKH) 
 
 

tw(TCLKH)

tw(TCLKL)

TCLKH 

TCLKH 

ns

ns

[99]

[100]

7 x
tc(BCLK)

       2

7 x
tc(BCLK)

       2

TCLK

[99]  tw(TCLKH)

[100]  tw(TCLKL)

0.8VCCE

0.2VCCE
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 ページ 箇所  内容 
 
Rev. D 
で追加 

 

 
 
 

（誤） 

 
ポートデータ出力タイミングを訂正。 
 

 

 

 
23-27 

 
図 23.3.1 

 
（正） 

 

 
 

 
 
 
 

（誤） 

 
RTDタイミング図内の以下の記号を訂正。 
 
 
＜記号＞ 
th(RTDCLKH-RTDACK)  ・・・88 
 

 
（正） 

 
th(RTDCLKH-RTDRXD) 
 
 

 
Rev. D 
で追加 
 

 
23-33 

 
AC特性 

RTDタイ
ミング図 

 
（誤） 

 
＜記号＞ 
tsu(RTDRXD-RTDCLKL)  ・・・89 
 

    
（正） 

 
tsu(RTDRXD-RTDCLKH) 
 
 

td(E-P)

0.8VCCE

0.2VCCE

BCLK

0.8VCCE
0.2VCCE

0.8VCCE

0.2VCCE

0.2VCCE

0.8VCCE

tsu(P-E) th(E-P)1 2

3

21.3.3   AC

23.3.1   

0.8VCCE

0.2VCCE

BCLK

0.8VCCE
0.2VCCE

0.8VCCE

0.2VCCE

0.8VCCE

tsu(P-E) th(E-P)1 2

td(E-P)3

21.3.3   AC

23.3.1   



ページ 箇所 内容

Rev. C
で追加

付録 ページ
4-23 差し替え 4

4-23

4.15

4.15

4.15.1 

1 RESET#

RESET# RESET# VSS

20mm

< >

RESET#

RESET#

4.15.1 RESET#

VSS

RESET#

VSS

RESET#

VSSVSS
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ページ 箇所 内容

4

4-24

4.15

2

OSC-VSS 20mm

VSS GND

< >

VSS

VSS

4.15.2

OSC-VSS

XIN

XOUT

VSS

OSC-VSS

XIN

XOUT

VSS

付録 ページ
4-24 差し替え

Rev. C
で追加
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ページ 箇所 内容

4

4-25

4.15

4

VCC VSS

< >

VCC

VSS VCC VSS

4.15.3 VCNT

3 VCNT

VCNT

VCNT OSC-VSS

VCNT VSS GND

< >

VCNT PLL

4.15.4 MOD0, MOD1

OSC-VSS

VCNT

VSS

OSC-VSS

VCNT

VSS

VSSVSS

付録 ページ
4-25 差し替え

Rev. C
で追加
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ページ 箇所 内容

4

4-26

4.15

4.15.3 

100 500

 AVSS AVSS 100pF

< >

A-D

AVSS AVSS

4.15.6

4.15.2 VSS VCC

VSS VCC 0.1 F

• VSS VCC

· VSS VCC

· VSS VCC

4.15.5 VSS VCC

VSSVCC

VSSVCC

VSS

VCC

AVSS

付録 ページ
4-26 差し替え

Rev. C
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ページ 箇所 内容

4

4-27

4.15

4.15.4 VCNT

1

, VCNT

GND

< >

LED

M

4.15.7

OSC-VSS

XIN

XOUT

VCNT

GND

M

M
OSC-VSS

XIN

XOUT

VCNT

GND

付録 ページ
4-27 差し替え
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ページ 箇所 内容

4

4-28

4.15

2

< >

4.15.8

XIN

XOUT

VCNT

I/O

XIN

XOUT

VCNT

I/O

付録 ページ
4-28 差し替え

Rev. C
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ページ 箇所 内容

4

4-29

4.15

3

/VCNT

GND

GND

GND

< >

VCNT

4.15.9

XIN

XOUT

VCNT

付録 ページ
4-29 差し替え
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ページ 箇所 内容

4

4-30

4.15

4.15.10 VCNT

付録 ページ
4-30 差し替え

Rev. C
で追加

RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-32R-068A/JA                                                  発行日：2004 年 04 月 16 日

Page 27 of 28 



ページ 箇所 内容

4

4-31

4.15

4.15.5 

· 100

· 

· 

· 

4.15.11

付録 ページ
4-31 差し替え
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